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企
画
振
興
部

政
策
企
画
課

生 涯 学 習
セ ン タ ー
整 備 事 業

　向原町の生涯学習・文化活動の拠点を確保するため、現
存の若者センターを改修するとともに、ホール等の機能を
有する施設を新築します。

　平成２５年９月末までに完了させます。 　「安芸高田市向原生涯学習センターみらい」が、工期内（９
月末まで）に完成し、１１月より供用開始しました。

未来創造事業
（PR事業・特産品
強 化 事 業 ）

　地域資源である「毛利元就の歴史遺産」と「神楽」を活
用した観光振興、地域振興に取り組むことで、交流人口や
観光消費額の増加及び定住人口減少の抑制を図ります。

①　PR事業
　本市が、神楽のメッカであることを内外にPRしていく
ため、高校生の神楽甲子園ひろしま安芸高田を７月に、ま
た大都市公演や神楽シンポジウムを平成２６年３月末まで
に企画実施します。
②　特産品強化事業
　観光消費額の増加をめざし神楽をテーマにしたお土産や
グルメを平成２6年3月末までに開発するとともに、｢神楽
がまちを元気にし、まちと観光客が神楽を元気にする｣ 循
環型の取組み体制を構築します。

①　PR事業
　6月には大阪駅、東京国立博物館で神楽公演を実施。ま
た、7月には全国から１4校の参加を得て「高校生の神楽
甲子園」を開催しました。１月には、東京での神楽公演を
実施。神楽シンポジウムについては、広域的観点に立ち県
内の神楽団員による研修と情報交換を２月に開催しました。
②　特産品強化事業
　神楽をテーマにしたグルメとして「神楽焼」、「神楽五色
麺」の開発・普及に取組みました。３月末現在、市内の８
店舗が参加。更なる拡大を目指し、取扱店等を募集中です。

情
報
政
策
課

地域情報化推進
事業（光ネッ
トワーク整備・
JA有線放送設
備撤去・固定系
防災行政無線設
備等撤去事業）

　光通信を利用したブロードバンド環境の充実とともに、
市民のみなさまの安心・便利な暮らしをサポートすること
を目的として、各世帯にお知らせ端末を配備します。
①　甲田町・向原町地域の光ネットワーク引込線,宅内配
線工事,お太助フォン設置を行います。
②　JAから有線放送設備の無償譲渡を受け、市において
撤去します。
③　固定系防災行政無線設備及び無線アクセス設備を撤去
します。

①　平成２５年９月末までに工事を完了し、市全体として
お太助フォン加入率８３％以上、インターネット加入率
２７％以上を目指します
②　平成２７年３月までに撤去します。
③　平成２６年３月までに撤去します。

①　平成２５年１０月１日から市内全域でお太助フォンが
使用可能となり、加入率は８３％を達成しました。また、
インターネット加入率は２７％を達成しました。
②　平成２６年３月に有線放送設備撤去工事の契約を締結
しました。工期は、平成２７年１月末まで。
③　平成２６年３月までに固定系防災行政無線設備及び無
線アクセス設備は一部を除き撤去を行いました。

市
民
部

市
民
生
活
課

環境基本計画実施
事業（新エネルギ
ー・省エネルギー
の普及啓発事業）

①　再生可能エネルギー利用促進の観点から、太陽光発電
機器の設置を促進します。
②　新エネルギーとして、市内に存する再生可能エネルギ
ーの継続調査を実施します。

①　太陽光発電機器の設置数を個人住宅１00世帯、事業
所１0個所を目指します。
②　エネルギービジョンの策定を通して市独自の活用に向
け検討・検証を行います。

①    太陽光発電システム設置数は住宅用９５件、事業所
0件でした。
②    再生可能エネルギー導入ビジョンを策定しました。
（太陽光・バイオマスの活用、小水力についての情報収集）

ごみ減量化対策
（ 資 源 ご み
補 助 事 業 ）

①　芸北きれいセンターに持ち込まれるゴミ処理量を前年
度より削減するため、地域の資源ごみ（古紙・アルミ缶・
スチール缶・ペットボトル・廃食油）の地域団体による
回収を促進します。
②　ごみの減量を図るため、生ごみ処理機を普及し、事業
所系一般廃棄物の排出削減のための啓発と資源化を図り
ます。
③　きれいセンターや北広島町との連携を強化します。
④　ごみの資源化を促進するためモデル地区を定め、分別
項目の増加を目指します。

①　地域団体による回収量8２0ｔを目指します。
②　生ごみ処理機50台の普及を目指します。

①　資源ゴミ回収量
　777.4t　　進捗率94.8%
（平成２6年3月3１日現在）
古紙687.１t、アルミ缶43.0t、
スチール缶２１.4t、ペットボトル２5.9t、
　廃食油１,300リットル
　資源回収団体数１４９団体（6団体増）
②　生ゴミ処理機普及事業
　5１台　進捗率１0２%

福
祉
保
健
部

子
育
て
支
援
課

２４時間保育の
充 実

①　平成２3年3月に策定した『安芸高田市保育所規模適
正化推進計画』に基づき、公立保育所の適正配置並びに
民間活力の活用による指定管理者制度の導入等につい
て、検討を行います。
②　ファミリーサポート事業の協力者を増やし、２４時間
保育を支援します。

①　課題などの抽出を行い、基本方針を決定し、必要な手
続き等整備を図ります。
②　制度の周知と、会員登録の積極的な依頼、勧誘を行い、
提供会員１５％アップを目指し、サービスの充実を図り
ます。

①　平成２7年4月吉田保育所への指定管理者制度の導入
方針について、保護者会での説明とアンケート調査を実
施し、大方の理解を得ました。
美土里町の保育所統合方針について、保護者会などへの説
明とアンケート調査を実施し、平成２7年4月統合に向
けて、規模適正化推進委員会を設置して、課題等につい
ての検討を開始しました。
②　イベント会場での広報勧誘活動や２回の交流会を開催
して会員相互の信頼と親睦を深めることにより、提供会
員数を85名に増やしました。

保
健
医
療
課　

高
齢
者
福
祉
課

市 民
総 ヘ ル パ ー
推 進 事 業

①　地域の共助を原動力として、市民に広く介護技術、介
護知識の普及を図り、地域全体での介護力の向上を図り
ます。
②　行政と市民の自助・共助・公助の役割を明確にしなが
ら、旧来の「もやい」の精神を復活し、医療・福祉・介
護などに要する費用を少しでも抑制できるよう、市民全
体の協力により行政を補完していただく取り組みである
市民総ヘルパー構想に基づき、市民の健康寿命延伸を目
指し、若年性生活習慣病予防事業をはじめとする各種事
業を実施します。

①　生活習慣病患者を対象に、重症化を防止するための個
別支援プログラムを実施し、当該患者の自己管理能力の
向上と医療費の適正化を図ります。
②　若年世代からの生活習慣病を予防するため、小・中学
生を対象とした若年性生活習慣病重症化予防事業計画を
平成２6年3月末までに策定します。
③　湧永庭園ウォークや健康あきたかた２１市民ウォーキ
ングの開催、並びに『あるきんさい・うごきんさい運動』
を推進し、市民の運動習慣の定着と健康づくり意識の高
揚を目指します。

（目標）
・湧永庭園ウォーキング　　参加者　１,000名
・市民ウォーキング　　　　参加者　　２50名
・あるきんさい・うごきんさい運動　達成者１00名
④　生活・介護サポーター養成講座を開催し、本年度50
名の生活・介護サポーターを養成します。

①　346人の生活習慣病患者に参加勧奨を行い、１期は
67人、２期には66人の参加を得て、重症化予防個別プ
ログラムを実施しました。医療費分析は、現在実施中です。
②　視察を行い、関係部署と協議し事業計画を検討しま
したが、策定までには至りませんでした。また、市民
600人に意識調査を実施し、現在集計中です。
③　市民の運動習慣の定着と健康づくり意識の高揚をはか
るため、湧永庭園ウォークや健康あきたかた２１市民ウ
ォーキングの開催、並びに『あるきんさい・うごきんさ
い運動』を推進しました。
・湧永庭園ウォーキング　参加者６００人
・市民ウォーキング　参加者１４１人
・あるきんさい・うごきんさい運動　２０４人参加あり　
月ごとの達成者（延べ）　１,4２２人　※１0か月間実施
④　8月3１日に生活・介護サポーター養成講座を修了し
ました。修了者数３２名　修了者合計　４４３名

平成２５年度　安芸高田市の「仕事目標」の成果
　平成25年度に取り組んだ「仕事目標」について、昨年の「広報あきたかた」６月号で目標、１１月
号では上半期の進捗状況を掲載しました。本号では、目標達成状況（成果）を報告します。

担当部署名 事務事業名 事業概要 目　標 成　果

産
業
振
興
部

地
域
営
農
課

農 地 利 用
対 策 事 業

　地域における農業の担い手を確保し、担い手への農地集
積により「人と農地の問題」を解決するため、地域での話
し合いと「人・農地プラン」の作成を推進します。

①　集落等での説明会により担い手の特定と地域内での合
意形成を促進します。
②　平成２6年3月末日までに新たに２0地区の「人・農地
プラン」の作成を行います。

①　地域での合意形成のため、小集落等の説明会に出席し
ました。（延べ4１回）
②　9月と3月に安芸高田市の「人・農地プラン検討会」
を開催し、新たに3２プランの認定を行い、合計で54プ
ランとなりました。

地産地消推進
事 業

　地産地消行動計画実施計画に基づき、学校給食の担当者
やJA等関係機関との連携により、給食センターの地場産
品使用率並びに地産地消率の向上を目指します。

①　市、給食センター、JAの担当者による定例的な会議
を開催し、情報共有と地場産率向上のための方策につい
て検討を行います。
②　給食センターの地場産野菜の使用率について、年間
30％（重量ベース）を目指します。

①　市、給食センター、JAの担当者による月１回の検討
会を開催し、野菜の栽培状況、供給予定の情報交換や地
場産率向上に向けた具体的方法の検討を行いました。
②　給食センターの地場産野菜の使用率が、年間40.7％
と目標を大きく上回りました。
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部

住
宅
政
策
課
（
市
民
生
活
課
）

住宅対策の充実
（婚活・若者・定
住促進支援事業）

①　子育て・婚活世代への支援として、向ヶ丘・上甲立・
えのきの子育て・婚活定住促進団地の分譲を行います。
②　空家バンクの制度を広報誌等で制度内容を再周知する
ことや、不動産関係業者等と連携することにより、登録
物件の充実と活用推進を図るとともに、管理の効率化を
図ります。
③　結婚の支援並びに結婚を希望する男女の出会いの機会
の創出のため、魅力アップセミナーと交流イベントを開
催します。

①　８区画の分譲を行います。
②　空家バンク新規登録物件５件以上を目指します。
③　結婚成立カップル３組以上を目指します。

①　子育て・婚活定住促進団地として、３団地の分譲を行
い、8区画の分譲契約を行いました。（達成率：１00％）
②　空家バンク新規登録物件として、２１件の登録を行い
ました。（達成率：4２0％）
③　結婚成立カップルが５組ありました。（達成率：１66％）

建　

設　

課

幹線道路の整備
（合併支援緊急
道路の整備促進）

【東広島高田道路】
・用地補償
　吉田側全体　用地１筆　建物１戸
　正力側全体　用地２筆　
・工事
　吉田側　橋梁下部工事、側道工事
　正力側　側道工事

地域高規格道路東広島高田道路の早期の完成を目指し、広
島県と連携を密にして着実に事業を推進します。

・用地補償
　吉田側・正力側を全て完了しました。
　（達成率１00％）
・工事
　吉田側　
　橋梁下部工（橋脚２基）を8月に契約し、3月に完成
しました。
　側道工事を１１月に契約し現在工事中です。（繰越）
正力側
　側道工事を１１月に契約し現在工事中です。（繰越）

幹線道路の整備
（ 国 道 沿 線 活
性 化 事 業 ）

　可部バイパス、尾道松江線の開通を見通して、国道54
号沿線の魅力を高めるため、国土交通省と連携し、休憩機
能、情報発信機能、地域連携機能の基本機能に加え、サー
ビスの充実、防災拠点機能等多機能を備えた「道の駅」の
整備を図ります。

　地域振興施設の基本設計、施設運営計画を策定するとと
もに、用地調査を行います。

・道の駅「（仮称）あきたかた」基本設計策定業務を締結し、
基本設計検討委員会を２回実施しました。
・用地調査は着手できませんでした。
・平成２6年3月２7日に国土交通省三次河川国道事務所と
協定書の締結を行ないました。

上
下
水
道
課

水洗化の向上　　
（下水道整備）

　下水道等排水設備設置普及促進補助金交付制度の活用と
併せて、下水道等の加入促進を図り、生活環境を改善します。

　市全体の下水道の普及を図り、水洗化率6３. ３％以上
を目指します。

　平成２５年度の下水道等の加入件数は、公共４９件・特
環４0件・農集１１件・浄化槽１3２件の合計２3２件です。
　平成２５年度末の市全体の水洗化率(人口)は、6２.9％
です。

未給水区域解消
（水道の整備）

【美土里町横田地区】
　美土里町本郷簡易水道事業に隣接する横田地区の水道未
普及地域の解消のため、区域拡張事業を推進します。
【甲田町山田地区】
　山田地区の水道未給水区の解消のため、配水施設を整備
します。

【美土里町横田地区】
　施設の詳細設計を行い工事を推進します。
【甲田町山田地区】
　ポンプ施設１ヶ所の整備と配水管の布設工事を推進しま
す。

【美土里町横田地区】
　施設の詳細設計を実施しました。
　また、浄水場、配水池の造成工事と水道管の布設工事
L=6,094ｍを実施しました。
【甲田町山田地区】
　ポンプ施設１ヶ所の整備と配水管の布設
　工事　L=２,１6１ｍを実施しました。

教
育
委
員
会
事
務
局

教
育
総
務
課

学校規模適正化
事 業

　引き続き丁寧な説明を行い、保護者・地域の理解を得た
小学校統合区から、準備委員会を設置し、具体的な協議を
始めます。

　遠距離児童対策・放課後児童対策など具体的な統合基本
原案を提示し、平成２５年１０月末までに、４小学校統合
区のうち２統合区において準備委員会を設置し具体的な協
議にはいります。

　統合基本協議項目の原案を作成し、平成２6年２月に、4
小学校統合区のうち3統合区において、統合準備委員会委
員の選出をしていただくよう正式に依頼を行いました。

学 校 耐 震 化
推 進 事 業

　可愛小学校屋体、小田小学校屋体、小田東小学校屋体の
耐震補強工事を行います。

　平成２５年度末で、小中学校施設の耐震化率を９５％に
します。小学校の規模適正化計画において、廃止となる小
学校校舎を除き、全ての棟の耐震化を完了します。

　平成２５年度末で、小中学校施設の耐震化率を９５.5％
にしました。小学校の規模適正化計画において、閉校とな
る予定の小学校校舎3棟を除き、全ての棟の耐震化を完了
しました。

生
涯
学
習
課

甲立古墳調査
事 業

　市史跡の甲立古墳は、県内４世紀後半の前方後円墳では
最大級を誇っており、現在、数年にわたり調査を行い、国
指定に向けて準備を進めています。

　甲立古墳の国史跡指定申請に伴う確認調査を完了させま
す。併せて出土遺物（埴輪等）の保全を図るため取り上げ
を行い・復元・公開を行います。

　現地調査完了。家型埴輪５基他を取り上げ、うち朝顔形
円筒埴輪を復元。家型埴輪は復元を継続中です。
　次年度、家形埴輪１基を完全復元するとともに、同レプ
リカを製作し公開予定です。
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